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編集後記 脊椎脊髄ジャーナル
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今回の特集「脳脊髄液―どこからどこへ」は誠にタイミング

よい企画で，大変興味深く読ませていただいた．企画された谷

先生の慧眼には感服いたしました．

脳の局所の代謝産物のクリアランスには間質と脳脊髄液との

convective exchange が重要でそれが睡眠と関係する，という論

文が 2013 年の Science にあり，気になっていた．三浦真弘先生

の最新の知見の総説で詳しく述べられている．

今年の国際磁気共鳴医学会で，rat で glymphatic system によ

る clearance systemがMRI で見えたというものがあった（Bojd

ED et al., ISMRM 2015）．遅い流れや代謝産物の動き（diffu-

sion）も，intravoxel incoherent motion（IVIM）や代謝産物の

MR spectroscopy（MRS）などを用いると，MRI である程度わ

かる．

山田晋也先生の�循環しない脳脊髄液�はもう少し巨視的で

あるが，MRI の Time-SLIP 法の観察から定説を覆す（定説の解

釈の誤りを正した）という興味深いもので，神経放射線の大家

であった Di Chiro 先生の RI シンチのお話など歴史的な review

もあり，長年この分野に取り組んでいた山田先生ならではで，

特におもしろく読ませていただいた．MRI は心電図同期だけで

なく，呼吸同期もかけられ，また繰り返し短い撮像を行って，後

から呼吸や心拍動の影響を解析することも可能であるので，さ

らなる知見が得られると思われる．

今回のような特集で，脳脊髄液とその動態に関する知見をま

とめてみると，髄液減少症（高橋浩一先生），脊髄空洞症（磯島

晃先生），脊髄囊胞性疾患（安田宗義先生），癒着性くも膜炎（小

柳泉先生）など，非常に多くの疾患が関連しており，その重要性

がよく認識される．

この分野での病態解析におけるMRI が果たしてきた役割と，

拡散や MRS を含めた MRI のポテンシャルを考えると，大きな

フロンティアの 1 つと考えられ，2015 年 9 月の第 43 回日本磁

気共鳴医学会大会（請う参加！）の大会長としても非常に興味

深い特集号となっている．

（青木茂樹）

朝妻孝仁 嶋村 正 高橋和久 高橋啓介 松永俊二

持田讓治 山下敏彦 久保和親 庄田 基 水野順一

論文外部審査委員

©
M

IW
A

-S
H

O
T

E
N

 L
td

, 2
01

5

2026/09/14 18:08:25




